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水色の羽根募金運動

育
英
会
だ
よ
り
ん
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シ
l
フ
l
、
ド
シ
ョ

l
初
出
展

募
金
活
動
も
実
施

船
大
日
本
水
産
会
が
主
催
す
る
大
型

水
産
見
本
市
、

『
第
十

一
回
ジ
ャ
パ

ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・

シ
l
フ

ー
ド
シ
ョ

i
」
が
今
年
も
七
月
二
十
二

日
か
ら
三
日
間
、
東
京

・
お
台
場
の
有

明
ピ

ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本

会
は
開
催
初
日
、
東
京
海
洋
大
学

生
の
協
力
を
得
て
水
色
の
羽
根
募
金
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
鈴
木
俊

一

理
事
長
も
駆
け
つ
け
、
主
催
者
の
中
須

勇
雄
前
大
日
本
水
産
会
会
長
と
と
も
に

来
場
者
へ
募
金
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

よだム宮英育( 1 ) 

4

司各
業
社
の
ブ
l
ス
を
ま
わ
り
、
募
金
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

た難
。事

故
の
状
況

っ

て
紹のてな しス 共殖本
介内育ど ：を 同 振 州 ま
し容英をハ で興鮭た
まや 事 使 ネ 出 ブ 会 鱒
し海業つル展！と増船

一支－年

J

F
全
国
女
性
連
は
、
七
月
九
日
、
こ
と
で
す
。

東
京

・
港
区
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
ま
た
、
近
年
で
は
国
際
交
流
や
起
業

「設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
活
動
な
ど
、
活
動
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ

し
ま
し
た
。

ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
に
全
国
津
々
浦
々
の

主
催
者
挨
拶
で
尾
山
春
枝
会
長
は、

漁
協
婦
人
部
が
集
ま
っ
て
誕
生
し
た
J

「
半
世
紀
に
及
ぶ
歴
史
の
重
み
を
感
じ

F
全
国
女
性
連
は
、
設
立
以
来
、
貯
蓄
な
が
ら
、
男
女
が
共
同
参
画
で
き
る
明

運
動
、
共
済
加
入
促
進
、
環
境
保
護
運
る
い
漁
村
の
未
来
を
築
い
て
い
く
た

動、

魚
食
普
及
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
め
、

実
践
活
動
を
続
け
て
い
く
」
と
述

を
通
じ
て
浜
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ

べ

ま

し

た
。
こ
の
後
、
来
賓
挨
拶
、
優

の
中
の
大
き
な
運
動
の
柱
に
漁
船
海
難
良
漁
協
女
性
部
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

遺
児
を
励
ま
す
運
動
も
あ
り
ま
す
。
組
た
あ
と
、
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

織
を
あ
げ
て
取
り
組
む
募
金
運
動
が
本
ま
し
た
。

会
設
立
時
に
い
わ
ば
後
見
人
の
役
割
を

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
本
会
理
事
の
宮

果
た
し
、

以
後
も
育
英
制
度
を
支
え
続

原

邦

之

J

F
全
漁
連
代
表
理
事
専
務
が

け
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
飛
び
入
り
で
舞
台
に
立
ち
、
「
育
英
会

マ
リ
ン
カ
ッ
プ

泡
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
シ
べ

「
魚
を
愛
す
る
海
を
愛
す
る
世

界
中
の
皆
様
へ
、
母
な
る
海
の
恵

み
を
ど

っ
さ
り
お
届
け
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
た
今
年
は
、
国

一
内
外
か
ら
四
百
社
が
出
展
。
食

一
品
か
ら
冷
凍
機
材
ま
で
、

H

魚
μ

を
取
り
扱
う
さ
ま
ざ
ま
な
業
者
が

一
同
に
集
い
、
自
社
商
品
の
ア
ピ

一
i
ル
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

一

本
会
に
と
っ
て
初
め
て
の
参
加

一
で
し
た
が
、
水
産
を
ビ
ジ
ネ
ス
と

一
す
る
多
く
の
皆
さ
ま
に
本
会
事
業

一
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

一
ま
し
た
。
主
催
の
船
大
日
本
水
産

一
会
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

司
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
o

h
F
左
か
ら
中
須
前
大
水
会
長
、

鈴
木
本
会
理
事
長
、

東
京
海
洋
大
の
学
生
達

七
月
二
十
五
日
、

「第
四
回
マ
リ
ン

カ
ッ
プ

海

難

遺

児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

ペ
」
が、

三
重
県
の
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
「
朝
光
ク
ラ
ブ
」
（
代

表

・
朝
香
誠
彦
理
事
長
）

が
主
催
す
る

こ
の
大
会
は
、
「
海
の
日
」
を
記
念
し

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
も

T
C
C
（津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
約
百
八
十
人

も
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
、
海
の
事
故
で
父

兄
を
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な

り
た
い
と
プ
レ

l
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

宇
品
’
レ
名
九
。

ま
た
、
会
場
に
は
地
元
の
子
供
た
ち

ゃ
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
二
百
人

が
招
待
さ
れ
、
鳥
羽
水
族
館

・
古
田
正

美
館
長
の
講
演
や
ウ
ク
レ
レ
え
い
じ
の

漫
談
、
ス
ナ

ッ
ク
ゴ

ル
フ
、

三
重
大
学

吹
奏
楽
団
や
マ

l
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演

奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。
お
畳
に
は
、

参
加
者

全
員
に
三
重
県
女
性
連
に
よ
る
美
味
し

い
郷
土
漁
師
料
理
も
振
る
舞
わ
れ
、
大
会

は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
寄
付
金

の
目
録
を
受
け
取
っ
た
佐
藤
信
三
本
会

専
務
理
事
は
、
「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨

に
添
い
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
、
朝
香
理
事
長
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

大
会
に
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

を
支
え
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
皆
さ
ま
に

お
礼
の
気
持
を
込
め
て
」
と
、
漁
協
女

性
部
の
歌
を
披
露
し
て
会
場
に
合
唱
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

翌
日
聞
か
れ
た
通
常
総
会
で
は
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
J

F
鹿
児

島
県
女
性
連
の
宇
都
鈴
江
会
長
が
選
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

A
．

醐
剛
帽
’吋同

叫nu 
R
u
 

hu叫由設、連性支出J
F
泊
縄
漁
連

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
べ

J

F
沖
縄
漁
連

（
園
吉
虞
孝
代
表
理

事
会
長
）

は、

去
る
九
月
十
七
日
、
恩

納
村
の
沖
縄
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

て
、
恒
例
の

『チ
ャ
リ
テ
ィ
l
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
大
会
』
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金

造
成
を
目
的
に
県
下
J

F
グ
ル
ー
プ
を

は
じ
め
関
係
機
関
の
役
職
員
に
呼
び
か

け
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
第
十
七
回
目

と
な
っ
た
今
大
会
は
三
百
七
十

一
人
の

参
加
者
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
表
彰
式
で
大
会
収
益
金
（
目
録
）
の

贈
呈
を
受
け
た
佐
藤
信
三
本
会
専
務
理

事
は
、
「
ご
寄
付
は
海
難
遺
児
の
育
英

事
業
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多

く
の
か
た
が
た
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

七
月
二
十
四
日
、
本
会
会
議
室
に
お

い
て

「平
成
二
十

一
年
度
第
二
回
奨
学

生
選
考
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、

「第

二
回
奨
学
生
出
願
者
（
七
月
十
五
日
締

切
り
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

学
資
給
与
奨
学

生
と
し
て
、
幼
児
三
人
、
小
学
生
六
人
、

中
学
生
三
人
、
高
校
生
等
三
人
、
合
計

十
五
人
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
九

月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

＊
奨
学
金
で
専
門
学
校
へ
と
通

っ
て
い

る
長
男
。
日
々
、
勉
強
に
頑
張

っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
北
海
道
二
宮
）

＊
沖
縄
は
、
今
年
は
厳
し
い
暑
さ
が
続

き
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

（
沖
縄
県
宜
保
）

お知らぜ
ゆび算金（募金型自動販売機）12よる

平成21年8月末までの寄付金累計額は

127.652円です。

ご協力ありがとうございまし定。
く

※ゆぴ軍事鐙IZ関するお問い合わ包1a事務局まで

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne.jp/i kuei kai 育英会ホームページ
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＊
就
職
も
決
ま
り
、
穏
や
か
な
日
々
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
長
い

間
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（石

川

県

大

四

棲

井

）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来

年
は
卒
業
で
す
。
職
場
研
修
・
勉
強
・

ア
ル
バ
イ
ト
頑
張
り
ま
す
。

（
沖
縄
県
専
ニ

宜
保
）

付
者
か
ら
の
お
便
り

＊
遺
児
の
か
た
が
た
に
陽
の
光
が
差
し

込
み
ま
す
よ
う
に
。
政
治
が
良
く
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（埼

玉

県

松

本
）

＊
涼
し
か

っ
た
夏
も
、
い
つ
の
ま
に
秋

の
気
配
が
。
遺
児
の
皆
さ
ん
も
夏
休
み

楽
し
い
想
い
出
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
健

康
で
元
気
に
二
学
期
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

（千

葉

県

福

田
）

よだム
宮英育

育

英

基

金

一
『募
金
・
ご
寄
付
」
の
お
礼

平
成
二
十
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で

に
ご
寄
付
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
方
協
こ
等
で
取
り
扱

っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。）

〔
六
月
〕

O
北
海
道

マ
鹿
島
土
師
子
マ

丸
本
本
間
水
産
側
｜
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
募

金

O
青
森
県

マ
漁
業
士
会

O
新
潟
県

マ

第
二
十
八
回
全
国
豊
か
な
海
愉つ
く
り
大

会
新
潟
県
水
産
団
体
推
進
協
議
会

O
山

口
県

マ
荒
川
正
治

O
長
崎
県

マ
岩
本
松

英
マ
大
浦
義
幸
マ
本
川
修
司

O
大
分
県

マ
佐
伯
市
役
所
水
産
課
職
員

一
同
マ
第

二
十
回
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

〔七
月
〕

O
静
岡
県

マ
初
島
漁
協
婦
人

部

O
愛
知
県

マ
地
方
協

O
三
重
県

マ
角

屋
弘
光
｜
香
典
返
し
マ
特
定
非
営
利
活

増
～え
た
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

…

k
I

れ
に
、
私
の
意
見
も
補
足
し
ま
す
と
、

…

ヘ
ち
ょ
っ
と

そ
こ
で
再
現
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク

・

／
一
息
：
・

J

：E
ーに

タ
l

（
役
者
）
が
イ
ケ
メ
ン
（
素
敵

い

．

／
f
l＼
第
十
三
固

な
顔
立
ち
）
揃
い
な
の
も
、
乙
女
心

…

皆
さ
ん
は
「
歴
女
」
と
い
う
言
葉

を

く

す

ぐ

っ
た
要
因
で
は
な
い
か
と

…

…
を

ご

存

じ

で

す

か

？

思

わ

れ

ま

す

。
何
を
隠
そ
う
、
私
も

い

こ
こ
最
近
の
新
語
で
、
「
歴
史
好
か
じ
り
程
度
で
す
が
、
織
田
信
長
の

…

…
き
の
女
子
」
と
い
う
意
味
で
す
。
何

凍
々
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

…

…
故
、
こ
の
様
な
現
象
に
な

っ
て
い
る
た
、
歴
女
の

一
人
で
あ
り
ま
し
て
・
：

…

…
か
と
い
う
と
・
：
何
年
か
前
か
ら
、

M

，
十
月
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る
υ

…
「三
国
志
」

・

「
戦
国
時
代
」
を
テ
「
信
長
ま
つ
り
」
を
見
学

（
今
回
の

一

…
1
マ
に
し
た
ゲ
l
ム

・
映
画
等
が
増
信
長
役
は
俳
優
の
伊
藤
英
明
さ
ん

…

…
ぇ
、
そ
れ
ら
作
品
に
触
れ
た
の
を
き

P
）
し
、
金
華
山
の
岐
阜
城
か
ら
信

…

け
っ
か
け
に
登
場
人
物
の
原
作
本
に
興
長
が
見
た
景
色
を
堪
能
し
て
き
た
い

い

…
昧
を
持
ち
、
歴
史
通
に
な
る
女
性
が
と
思
い
ま
す
。

（k
）
…

( 2 ) 

動
法
人
朝
光
ク
ラ
ブ
｜
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
マ
地
方
協

O
京
都
府

マ

和
田
市
郎
1

香
典
返
し
の

一
部

O
山
口

県
マ
松
村
久
マ
嗣
森
本
商
店
マ
チ
ャ
リ

テ
ィ
l
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

O
佐

賀
県
有
明
マ
地
方
協

〔八
月
〕

O
北
海
道
マ
木
村
富
美
子
。

富
山
県

マ
尾
山
春
枝
l
見
舞
い
返
し

O

兵
庫
県

マ
海
難
遺
児
を
励
ま
す
青
壮

年
・
女
性
協
議
会
委
員
長
森
武
美

O
山

口
県

マ
永
尾
真
八
郎

O
高
知
県

マ
演
本

勝
彦
O
長
崎
県

マ
石
原
健
三
マ
川
端
ミ

ツ
ル
｜
香
典
返
し
マ
白
石
恵
子
マ
長
崎

県
下
十
三
市
水
産
主
管
者
会
議
会
長
溝

口
博
幸

マ
長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行
委
員

会

マ
宮
原

一
喜

マ
山
口
大
作
｜
香
典
返

し
マ
地
方
協

O
大
分
県

マ
漁
協
青
年
部

蒲
江
支
店

二、

一
般
寄
付

〔六
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ

O
埼

玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
小
林
泰

一
ーー
定
額

給
付
金
マ
冨
元
克
昌

O
千
葉
県

マ
飯
村

久
子
マ
佐
原
芳
隆

O
東
京
都

マ
東
京
岩

水
会
会
長
白
土
正
治
マ
浅
海
増
殖
研

究
発
表
大
会
募
金

l
三
会
堂
に
て
マ
ぜ

ん
ぎ
よ
れ
ん
食
品
側
マ
寺
島
由
成
。
神

奈
川
県
マ
食
の
神
祭
実
行
委
員
会
マ
南

三
千
代

O
山
梨
県

マ
佐
藤

一
江

O
京
都

府
マ
中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

。
兵
庫
県

マ
五
弓
徹
マ
米
谷
清
和
マ
兵

庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合

O
奈
良
県

マ

辻
元
正
夫

O
山
口
県

マ
浦
部
久
幸

O
鹿

児
島
県
マ
冨
元
小
松

編

集

後

記

V
十
月
は
全
国
漁
船
安
全
操
業
推
進
月

間
で
す
。
漁
業
者
の
皆
さ
ん
、
大
切
な

命
を
守
る
た
め
、
漁
に
で
る
時
は
必
ず

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
着
用
し
て
く
だ

（

M
）
 

さ
い
ね
。

〔
七
月
〕

O
宮
城
県

マ
河
村
五
郎
氏
黄

綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
発
起
人
会
伊
妻
壮

悦

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨
元
克
昌

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
榎

本
み
つ
枝
マ
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
シ

l
フ
l
ド
シ
ョ

l
募
金

｜
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
マ
友
田
久

美
子
マ
安
川
糸
子
マ
山
内
静
夫

O
神
奈

川
県

マ
例
日
本
船
員
厚
生
協
会
川
崎
海

員
会
館
。
京
都
府

マ
中
上
清
吾

O
鳥
取

県
マ
浜
野
茂
夫

O
高
知
県
マ
山
本
光
博

〔
八
月
〕

O
宮
城
県

マ
宮
城
県
秋
万
魚

漁
携
通
信
協
会
｜
全
日
海
東
北
地
方
支

部
経
由
。
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨
元

克
昌

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
梶
浦
富
子
マ
例
魚
価
安
定
基
金
マ
山

崎
剛

O
静
岡
県

マ
小
林
艶
子

O
山
梨
県

マ
佐
藤

一
江

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾
。

鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
鹿
児
島
県

マ
冨

元
小
松

数

（平成21年 9/115円現在）

生
..... 
+ 奨5Jlj 県府道者E

新
人
紹
介

事務局長

大野誠

十
月

一
日
付
で
J

F
全
漁
連
の
人
事
異

動
に
伴
い
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に
出
向

と
な
り
、
前
小
林
事
務
局
長
の
後
任
と
し

て
、
事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
J

F
全
漁
連

購
買
事
業
部
資
材
課
に
お
い
て
、

「安

全
・
衛
生
・
環
境

・
資
源
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
商
品
の
開
発
企
画
及
び
、
会
員

に
対
す
る
漁
業
関
連
資
材
の
取
扱
推
進
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
（
救
命
胴
衣
）

の
一
人
乗
小
型
漁
船
着
用
義
務
化
に
向
け

て
、
取
扱
商
品
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

色
々
な
テ
l
マ
が
混
在
し
て
い
ま
し
た
。

海
難
事
故
（
海
中
転
落
）
は
予
期
で
き
な

い
た
め
、
常
に
着
用
す
る
こ
と
が
前
提
で

あ
り
、
作
業
性

・
安
全
性
（
メ
ン
テ
ナ
ス

フ
リ
l
）

・
体
温
調
整
機
能
を
兼
ね
備
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
ら
、
よ
り

一
層、

着

用
率
が
向
上
し
、
海
難
死
亡
者
数
が
激
減

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
で
も
、
漁
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
い
状
況
と
な

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
当
会
の
ス
タ

ッ
フ

と
全
国
の
た
く
さ
ん
の
支
援
者
と

一
丸
と

な
り
、
海
難
遺
児
と
遺
族
の
皆
さ
ん
に
励

ま
し
の
応
援
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
育
英
会
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
経
験

が
無
く
、
当
初
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

は
、
微
力
な
が
ら
精

一
杯
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は

一
層
の
ご
支
援
と
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

＊給与奨学生の日佼’E等には特別主J震学生を古む

＊貸与契学生には入学一時金のみの奨学生を合む

＊休学中の奨学’iーは人政に含まない．

＊平成21年度第2回線問；；は内政である

漁船海難

給与奨学 生 買与費竿生 平成21年度第 2 匝1 ~111 古

師道府県名
幼児 小学生 中学生 高校生害 ,j、計 大学生等

合計
幼 児 小学生 中学生 高校生等 大学生等

合計

北海 道 2 II 16 21 50 2 52 

轟 4 4 2 10 11 

岩 I' 3 3 4 10 4 14 

宮 城 7 5 10 23 24 

枚 Ill 

LU 形

稲 ぬ 2 5 2 9 9 

2定 城 3 3 4 

千 葉 5 2 5 12 12 

東 京 2 3 2 5 

神 東 川

新 潟 2 2 4 4 

1,1; LU 

石 ILi 3 4 5 

,11 ｜同 2 2 4 5 

愛 知

間 j十 I 3 3 I 3 

重

"' 柿 I 

}.: 阪 3 3 3 

兵 l事 4 2 4 10 2 12 

和 歌 山

収 I 2 4 4 

ぬ 担』 3 4 7 7 

間 山 2 ・2 2 

広 ぬ 2 2 

,1, D 3 2 2 7 3 10 

徳 ぬ I 5 6 2 8 

骨 Ill 2 2 4 2 6 

唖 峨 4 4 3 11 11 

官’a場 旬l 6 6 2 8 

福 問 3 4 4 

間 l剤H19J神I

佐賀五櫛

佐賀 有明 海

長 崎 2 6 4 6 18 3 21 2 3 2 2 9 

k 分 2 4 4 

熊 本 3 4 4 

．話 崎 3 3 7 2 9 

鹿児島 6 2 2 11 11 2 

縄 2 3 2 7 3 10 

{, λ 自t 9 79 71 98 257 33 290 3 6 3 3 15 

羽根募金の水色｜｜ 手をの愛I目
Jし遺




